
執筆者紹介（掲載順）

執筆者	 ①所属と職位、②専門分野、③主な担当科目、
	 	 ④教育・研究業績、地域貢献などの紹介

綿貫　文野	 ①福祉総合学部福祉総合学科　助教
	 	 ②保育学
	 	 ③保育者論、保育原理、保育実習指導
	 	 ④	保育現場で約20年間、主任保育士や園長、研修講師としての経験を積み、

現在は保育者を養成している大学に勤務。乳幼児期の連絡帳や子育て支援
を研究し、研究成果として日本保育学会第74回大会口頭発表「子どもの成
長を共に喜び合える連絡帳の活用―自己主張を特徴とする 2歳児を養育す
る保護者をエンパワメントする視点から―」研究奨励賞受賞。（地域貢献）
保育士等キャリアアップ研修や子育て支援員研修、虐待予防研修の講師を
務めている。山武市公立幼稚園・私立保育園のあり方検討委員会副委員長

所　　貞之	 ①福祉総合学部福祉総合学科　教授
	 	 ②社会福祉学、児童福祉論
	 	 ③子ども家庭福祉、社会的養護、保育実習（施設）Ⅰ・Ⅱなど
	 	 ④	（地域貢献）大網白里市子ども・子育て支援推進会議会長、九十九里町子

ども・子育て会議会長、山武市いじめ問題対策調査委員会委員



安田　　孝	 ①福祉総合学部福祉総合学科　准教授
	 	 ②教育心理学、認知心理学
	 	 ③教育心理学、教育学、デジタルアプリA/B、子どもの理解と援助
	 	 ④	安田孝（2018）アクティブラーニングの反復がジェネリックスキルの変化

に及ぼす影響（3）―社会的スキルへの影響―　松山東雲女子大学人文科学
部紀要，27，1-10.	 	
安田孝・宮澤史穂（2021）PBL型授業における学習者が着目する活動の観
点と自己評価の関連―計量テキスト分析を用いた検証―　松山東雲女子大
学人文科学部紀要，30，55-66.

大内　善広	 ①東京未来大学こども心理学部こども心理学科　准教授
	 	 ②教育心理学、教育工学
	 	 ③教育の方法と技術（情報通信技術の活用を含む）、言葉指導法
	 	 ④	大内善広・野澤義隆・萩原康仁（2020）子育て家庭における父母の就業状

況、育児参加状況、ストレスの関係の基礎的検討―育児参加状況に関する
父母間の認識のずれに着目して―	　城西国際大学紀要，28，113-122.	 	
大内善広・野澤義隆・萩原康仁（2021）保育士からの指示的・受容的関わ
りについての母親の認識が育児ストレスに与える影響の検討：就労形態に
着目して　城西国際大学紀要，29，15-29.

中尾　英俊	 ①福祉総合学部理学療法学科　准教授
	 	 ②運動器領域、スポーツリハビリテーション
	 	 ③	基礎理学療法学、疾患別理学療法学（運動器系）、機能解剖学、理学療法技

術演習（スポーツ）、身体の理解
	 	 ④	Factors	 affecting	 chronic	 low	back	pain	 among	high	 school	 baseball	

players	in	Japan:	A	pilot	study.	PloS	one,	2023（共著）など

今岡　真和	 ①	大阪河﨑リハビリテーション大学リハビリテーション学部理学療法学専攻　
准教授

	 	 ②老年学、産業理学療法学、地域理学療法学、公衆衛生学
	 	 ③	健康増進・介護予防フィールドワーク、産業理学療法、地域理学療法学、

臨床運動学演習、神経系理学療法学実習
	 	 ④	Complement	 component	 C3	 is	 associated	with	 body	 composition	

parameters	and	sarcopenia	 in	community-dwelling	older	adults:	a	cross-
sectional	study	in	Japan．BMC	Geriatrics,	2024（共著）など



堀　千鶴子	 ①福祉総合学部福祉総合学科　教授
	 	 ②社会福祉学
	 	 ③社会福祉原論、女性福祉
	 	 ④共編著『困難を抱える女性を支えるＱ＆Ａ』解放出版　2024年他

佐野　智子	 ①福祉総合学部福祉総合学科　教授
	 	 ②聴覚心理学、臨床心理学、老年学、生涯発達心理学
	 	 ③	保育の心理学、特別支援保育、臨床心理学、特別な保育ニーズの理解と支

援、ゼミナール、子どもの発達と相談、子どもの権利と福祉、保育実習指
導Ⅰ（施設）、福祉社会演習

	 	 ④	論文「加齢性難聴を自覚することの重要性と簡易スクリーニング検査の検
討」で学位を取得し、その後、地域住民が難聴を早期発見・早期治療する
ための「耳の健康教育」の研究と普及活動を行っている。大学では、2015
年より子育て支援ルーム「くじらキッズ」の活動を開始し、学生の実践的
教育と地域の子育て家庭の支援に貢献をした。

小川　智子	 ①福祉総合学部福祉総合学科　教授
	 	 ②ソーシャルワーク専門職教育
	 	 ③	ソーシャルワーク演習、ソーシャルワーク実習指導、ソーシャルワークの

理論と方法Ⅲ・Ⅳ
	 	 ④	「（研究ノート）集団指導に関する研究―集団指導の概念枠組みと学生の能

動性に焦点をあてて―」『日本社会福祉教育学会誌』（2021）など、日本社
会福祉学会会員、日本社会福祉教育学会会員。

森田　恵子	 ①大東文化大学スポーツ・健康科学部看護学科　特任教授
	 	 ②老年看護学

長田　久雄	 ①桜美林大学　名誉教授・客員教授、東京医療学院大学　客員教授
	 	 ②老年心理学・臨床心理学


